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事業概要

● 高齢者の骨折は、QOLやADLの低下、死亡率の上昇を引き起こすなど生活に及ぼす影響が大きい。
● 骨折の中でも、わずかな外力で生じる骨折(椎体・腰椎または大腿骨の脆弱性骨折)を経験した人は、

骨粗しょう症による再骨折をくり返すリスクが高い。
● 骨粗しょう症の治療を受けることで、再骨折リスクを約50%低減できる。
● しかし、現状の骨粗しょう症の治療率は十分でなく、治療率の向上が課題である。

● 骨粗しょう症による再骨折の危険性を伝えることで、適切な検査と治療へ誘導し、市民の健康増進を
実現する。

● 2022年7月に骨折予防事業に関する協定を株式会社キャンサースキャンと締結し、対象者の抽出や勧
奨通知などを委託して事業を実施した。

● 勧奨通知は2022年10月及び2023年1月に発送した。
● レセプトデータ(医科・DPC・調剤）、被保険者管理台帳及び発送用宛名データを対象者の抽出及び効

果検証に用いた。
● 発送後6か月間（2022年10月～2023年3月）を効果検証の対象期間とした。
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大館市における骨折課題

骨粗しょう症患者数と脆弱性骨折の受傷者数 脆弱性骨折後の治療状況

脆弱性骨折の
受傷者※2 未治療者※3 治療継続者※3

脆弱性骨折後の骨粗しょう症治療状況※1

65.2%
脆弱性骨折の受傷後に
未治療または治療中断で
ある者の割合

脆弱性骨折の受傷者のうち65%が
骨粗しょう症の治療を適切に受けていない

※1 以下の条件を満たす被保険者のレセプト上の最初の骨折について集計した。
・レセプト期間中に一度でも脆弱性骨折を受傷した。
・骨折以前3か月から骨折以後12か月の間に被保険者資格がありレセプトで診療記録を追跡が可能、
   かつ、脆弱性骨折以前3か月間に骨粗しょう症の治療薬がない。
※2  脆弱性骨折を受傷した被保険者。
※3 未治療・治療中断・治療継続は処方の有無で判定 

治療中断者※3

4,526人
(被保険者の3人に1人)

推計骨粗しょう症患者数（2021年度）*

*2021年度内に一日でも資格を有していた被保険者の性年代別の分布に対し、
性年代別の骨粗しょう症有病率(文献1より引用)を乗ずることで算出した。

346人
2021年度に脆弱性骨折を受傷した人数*

*2021年度に一度でも脆弱性骨折を受傷した被保険者数（レセプト分析より）

※文献1：Yoshimura, Noriko, et al. "Prevalence of knee osteoarthritis, lumbar spondylosis, and osteoporosis in 
Japanese men and women: the research on osteoarthritis/osteoporosis against disability study." Journal of bone and 
mineral metabolism 27.5 (2009): 620-628. 3



受診勧奨の対象者
対象者の抽出フロー 効果検証対象者の性年齢分布

被保険者*1

椎体・腰椎または大腿骨骨折近位部骨折の傷病名あり
かつ、骨折治療完了者

（最新診療翌月1日から90日以内に、
椎体（腰椎）または大腿骨近位部骨折の診療なし）

骨粗しょう症の傷病名なし
かつ、治療薬処方歴なし

（“未治療者”）

事業対象外

骨粗しょう症の傷病名または治療薬の処方歴あり
かつ、直近6か月間の検査・傷病名・治療薬なし

（“治療中断者”）

事業対象外
(治療中/経過観察中)

【*1 前提条件】
•2017年5月審査分-2022年4月審査分のレセプトデータのうち2017年4月診療分-2022年3月診療分に該当するデータを使用
•2021年10月から2022年3月まで国民健康保険の資格を保持していた者が対象
【*2 除外条件】 
“未治療者”“治療中断者”の中から下記に該当する者は事業対象から除外
•骨折の傷病名が国保加入日から半年以内の者
•CKD4期/5期が想定される傷病名コードの記録がある者、(治療中断のみ)顎骨壊死・非定型大腿骨骨折が想定される傷病名
コードの記録がある者

除外条件・市で除外対象と判断した対象者等を除外*2

勧奨通知発送前の受診者を除外

未治療者治療中断者

効果検証対象者

180人 未治療者治療中断者

通知発送者

189人
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男性 (67人) 女性 (113人)



送付用封筒 案内状 リーフレット

送付した勧奨資材

5

医療機関一覧

以下の勧奨資材は初回の通知として発送した



受診勧奨の実施結果

全体受診率と月別推移 性年代別の受診率

23.33%
（42人/180人）

=骨粗しょう症を目的とした勧奨後受診者数 /効果検証対象者

男性 女性

100%
(1/1)

15.4%
(2/13)

29.0%
(9/31)

28.6%
(6/21)

0.0%
(0/1)

16.7%
(2/12)

(0/0)

27.5%
(11/40)

15.8%
(9/57)

33.3%
(1/3)

● 23.3%が医療機関を受診し、勧奨通知の発送によって骨粗しょう症の受診を促すことができた
● 男女ともに対象者数が最も多い80-84歳で3割近い受診率となった

男女ともに対象者数が最も多い80-84歳で
3割近い受診率となった 6

性年代別受診率

月別受診者数推移

10/6
1回目発送

1/12
2回目発送

(参考)
発送前月

[人]

(0/0)

100%
(1/1)


